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“竹馬’’源流考
王子今※
　　“竹馬”は民間における伝統的な遊戯の形式と
　して，かなり広い範囲で流行している。その源流
を遡ってみると，歴史が非常に古くて，研究に値
する民俗事象の一つでもある。
　＜後漢書・郭イ及伝＞には，東漢光武帝建武年間，
郭仮が井州牧に任し，官として清廉で公正なり。
　“平素は恩徳を施す”。そのため“民は業が安定
し県，色に至れ，老幼が相携えて道までに出迎え
する”。と記載されている。それによれば
　　（郭仮）はじめて行部につき，西河美櫻にいた
り，児童数百，各々竹馬に騎って順次に遣まで迎
えて拝す亭。仮が“児曹なぜ遠くから来たのか？”
と聞くと“君，至ると聞いてうれしくて，迎えに
来たのだ。”と答えた。仮が辞謝する。（イ及が）事
を終えて，児童はまた郭外まで見送る。“使君何
日帰る？”と聞かれて，（仮は）別に用があり，
日数を計算して告げた行部がまもなく帰る。日日
は予定より一目早くなった。仮は諸児との約東を
’破らないために野亭に止って，日日どおりに入る。
　このような群衆的な娯楽活動は参加者の人数が
　“数百”にものぼる。そのうえ，常に予め集まる
日日を定めておく場合が多い。こうしたことから
見れば“竹馬”という遊戯は当時すでに民間で相
当普及されていたと考えられるだろう。
　　“竹馬”をもって，郭仮を迎する史実は後では，
それを官民関係のむつまじくとけ合う典型とし
て，よく人びとに引用された。例えば庚信の＜周
車騎大将軍賀姿公神道碑＞：
　　“竹馬”をもって迎えることは郭仮から，その
　名を知られる。羊車が道を走ることは王澄から
　見られる。
また，梁孝元帝の＜賦得竹詩＞：
※中国・中央党校歴史教研室
　龍を作るなら，葛水に帰る，’馬を為すなら，井
　少11oこイ司う。
ヲ隠の＜撰喧武鄭尚書二十駒＞：
　騎児郭仮に逢う，戦士文翁を得る。
などがある。劉商の＜送買使君拝命詩＞：
　“人が甘笑の茂を詠じ
　　童が竹馬の群を謡す”
も“竹馬”をもって郭仮を迎えることと＜詩・召
南・甘実＞に歌えられた召会の徳政とを結びつけ
た。蘇較の＜以前言旬再送周正儒詩＞：
　“竹馬細候を迎え，大銭劉完を送る”は郭仮の
出来事と“一銭太守”劉完のことをあわせて取り
あげた。また＜次駒周井祖長官見寄＞：
　“初聞父老の推謝令，
　施見児童細侯を迎え”。
＜再過超然台贈太守審翔＞：
　“山中児童拍手し笑う，
　わしに聞く西に行って何時帰ると十年竹馬の約
　　　　　　　ひと　束に行けず扁舟独つ，漁蓑と閑す。”
　“竹馬”を以って郭仮を迎える事が歴代の文人
に典故として，よく引用されたのは“竹馬”が昔
から人びとに親近感を与える民間風俗になってい
たからである。
　児童の“竹馬”遊戯に関するもっと古い記載が
＜墨子・耕柱＞に載せてあるという者もいる。
　“子墨子魯陽の文君に謂って日く，“大国の小
国を攻むるは，警へば猶ほ童子の馬を為むるがご
とし。童子の馬を為むるは足用って労す。今，大
国の小国を攻むるや，攻めらるる者は農夫耕すを
得ず，婦人織るを得ず，守を以て事と為す。人右
攻むる者も亦，農夫耕すを得ず，婦人織るを得ず，
攻を以て事と為す。故に大国の小国を攻むるは警
へば猶ほ童子の馬を為むるがごとし。”
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　謂る“童子の馬を為むるは足用って労す”につ
いては，隼況は・“言うには自ら足を労すため，竹
馬と言うのだ。”と解釈したが，孫言台は“これは
直接に童子が戯れに馬となって遊ぶことを言うの
である。竹馬とは限らない。”と言った。
　“竹馬”の流行は勿論のこと騎乗技術の普及を
条件とすべきである。これが大体＜墨子＞の時代
と合致する。仮りに当時“童子の馬を為むるは竹
馬とは限らないとしても，＜墨子・耕柱＞のこの
記載はやはり“竹馬”の源流を考察する重要な資
料と見なければならない。
　中国の古代史籍には“竹馬”に関するわりあい
具体的な記述がまた多く見出された。
＜三国志・魏書・陶謙伝＞の＜呉書＞注引には
　“幼い時，孤児で始めは自由奔放で県中によく
　知られている。年十四の時，なお綴吊を幡とし，
　竹馬に乗って遊ぶ。邑中の児童が皆それに従
　う。”
＜世説新語・方正＞にも
　“諸葛青見と晋武帝が1日友で会って一緒に酒を飲
　み，上気して武帝は日く”郷昔の竹馬のことを
　偲んで話をしよう。
＜晋書・股浩伝＞の記載には
　（桓）温語人日く：“少時，吾は（股）浩と共
　に竹馬に騎る。吾は捨てたものを浩がいつも拾
　う。故に吾の下に居るはずだ。”
“竹馬”はよく簡単に捨てられたものだったとい
うことからみれば，それはたぶん容易に手に入れ
る簡易な玩具のようである。
　唐朝初年，阿史那社ホが命を受け，亀弦を征伐
し，城を破り，国を定め，萬里にわたって戦勝を
知らせていた。これを聞いた唐高祖李淵が喜んで
群臣に日く：
　一体，楽しい事がいくつあるか？朕ためしに話
　しみる：土城，竹馬は童児が楽しい；金翠羅統
　が整ったら婦人は楽しい；貿易有無至に交換で
　きることは商買が楽しい；高官厚禄は士丈夫が
　楽しい；戦線／無敵は将師が楽しい；四海一つ
　に安定することは帝王が楽しい。朕今楽しいよ。
この事が＜晋唐書・西域伝上・免葱＞に記載して
ある。謂る“土城・竹馬は童児が楽しい”は“竹
馬”がかなり普及し，もはや少年，児童の普遍的
な嗜好となったことを反映している。
　唐宋時期の文人の詩作には“竹馬”に関する描
述がもっとも多く見られる。
李白の＜長干行＞詩には
　妾が髪，初めて額を覆ふ，
　花を祈って門前に劇る。
　郎は竹馬に騎して来り，
　林を遠らて青梅を弄う。
　同じく長干の里に居り，
　両小，猜嫌なし。
とある。
　“青梅竹馬”はそれで小さな児女の天真燗漫の
情景を形容する成語となったのである。白居易の
＜贈楚州郭使君＞詩に歌われた
　笑って児童の竹馬に騎るを看，
　酔って賓客を摘へて仙舟に上がる。
は“竹馬”は極めてよく見られる児童遊戯形式の
一つであることを物語る。＜送王卿使君赴任蘇州
寄題郡中木誉西院＞詩の
　論ぜず，竹馬の壷く，人と成れるを亦，恐る桑
　田の半海となるをには“竹馬”が童年の象徴と
　された。かれの＜観児戯＞はさらに児童が“竹
　馬”に騎って“塵を昇う”“楽しく戯れる”の
　情景を具体的に描写した。
　髭歯ヒ七八歳，
　締統三つ四つの児。
　塵を弄し，復ま草を闘はし；
　蓋日楽んで，嬉々たり。
　堂上長年の客，
　髪間新に些有り。
　一たび竹馬の戯を看，
　毎に童験の時を憶ふ。
また，杜牧の＜杜秋娘詩＞
　漸やく竹馬の劇を勉ち，
　　　　　　　いだ　稿舞鶏の奇を出す。
・蘇執の＜元日過丹陽，明日立春，寄魯元翰＞詩：
　竹馬異なる時寧ろ老を信じ，
　土牛明日春を辞せず。
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’これらは皆“竹馬”を童年の標とした。陶瀞には
　“閑件児童竹馬の嬉し”
という詩句がある。彼の＜観村童戯渓上＞詩は雨
の後，村童が争って竹馬に騎って，泥水にも避け
ない情景を記述した。
　　　　　　　　ふ　雨余渓水堤平に掠れ，
　閑看村童晩晴を戯る。
　竹馬腺蹄流されたり，
　紙鷲賊属風鳴を挟む。
晋人杜夷の＜幽求子＞には次のように書かれてい
る。
　年五歳間，鳩車の戯あり，
　七歳竹馬の歓あり。
宋人李石の＜綾博物志＞にも
　小児五歳日く鳩車の戯，
　七歳日く竹馬の戯。
とある。
　鳩車という古代の児童玩具についてはすでに考
古学による文物資料がある。古代の所謂1‘竹馬の
歓”，あるいは“竹馬の戯”に関しては，大量の
民俗資料からその痕跡を見出すことができる。
　“郎は竹馬に騎して来たり，
　林を遼って青梅を弄う”
においては，“竹馬”が独自の娯楽形式とされて
いた。しかし，“竹馬”は“三つ四つの児”が共
同で行う団体的な瀞戯であった可能性がおそらく
高い。とりわけ，注意すべき事は，たまたま“童
児数百，各々竹馬に騎し”という愉快な集いの場
合から，はては“邑中の児童が皆従う”，という
ような“竹馬”に騎し遊ぶという壮大な群体を形
成する所にある。その形式および意義は中国古代
民俗史研究の重要な課題となるべきである。
　民間で自発的に組織した年節祝賀活動では“竹
馬”の戯が住々にして大規模な娯楽の場面となる。
節日のため，愉快な，活発な雰囲気を盛上げる。
高道素の＜上元賦＞に描写された元宵佳節，都市
の慶祝する情景には“火蛾隊に籏がり，竹馬行を
成す”とある。ある地区では現在に至っても，こ
の民俗を保留している。清道光年間に編修された
＜成陽県志＞に元宵飾の時，“門に彩燈が掛かり，
祖先の霊前に香畑を設け，小児が竹馬に騎り，大
勢で馳逐し，親友の間は歌ったり，演奏したりし
て楽しむ”と記載されている。＜興平県志＞の歳
時民俗には“又，竹馬の戯あり，花燈が精巧であ
り，上元から上巳まで，期に逢って為す。おそら
くイ進戯の残りであろう。”と述べ，“竹馬”の戯も
古代の雑戯のあとを継承したと見ている。一＜整屋
県志＞の元宵の盛況を記述したところによれば，
“彩燈を門首に掛け，先代の神主の前にも燈を配
置する。小児が竹馬に騎って走り競べ，従って金
鼓を鳴らしながら街を歩きまわる。夜分に至って
も，終わらない”とある。民国の＜続修酉豊泉県志
稿＞にも現地の元宵節に各戸そろって燈をかけ，
飾りを飾る。昼は高跣を演じ，夜は爆竹や竹馬，
火獅子，龍燈などを遊ぶ”と記載されている。李
声振の＜百戯竹枝詞＞は清代の北京民俗を描写
し，その中の＜竹馬燈＞詞は次ぎのようである。
　　　　　　　　　竹馬燈
　元夜，児童がそれに騎る。内にロウソクが挿さ
れており，“明妃出塞”の戯とする。
　自為南陽郭下車し
　篠駿錦緩借人扶し
　紅燈登小隊童男好み
　月夜胴脂出塞図。
　“篠鰺”は即ち“竹馬”のことである。＜唐詩
紀事＞巻九“徐彦伯”条には“徐彦伯が文を作る
には変化に富み，新を求めるところが多い。……
竹馬を篠鰺とした”とある。このような“竹馬燈”
は以前の民間にある簡素な竹馬に対し，いくらか
改造を加えて，燈燭を配置した。集団で行進すれ
ば所謂“紅燈小隊”になる。年節慶典の狂歓活動
の中では，やはり村の大通りや路地の隅で行なわ
る“竹馬”の戯がその素朴な風格を表している。
　唐代詩人趨古段は＜准信賀藤還台州＞にこう書い
た。
　施旗の影前竹馬を横にし，
　詠歌の声に樵童は楽しむ。
陶謙の幼少時の“綴串を幡とし，竹馬に乗って遊
ぶ”という故事と結びつけてみると“竹馬”とい
う遊戯兼運動の形式はある種の演出の性質を帯び
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る場合もあるらしい。常播施旗を掲げ，詠歌を加
えて，愉快でおもしろさのある“楽嬉嬉”の吉慶
の雰囲気が形成されるのである。
　胡朴安＜中華全国風俗志＞の「浬県東郷伝神記」
には当地の所謂“目蓮戯”が言及されている。
　日暮れ時，伶人が五侶五鬼神に扮装して竹馬に
　乗り，戯場でおどる。これを“起馬”と称する。
　起馬の後開演となる。
戯が“竹馬舞”を以って開場とするのは恐らく，
古代風俗を保留しているのだろう。江西南豊の民
間で流行した“竹馬舞”も正月の初日から十七日
まで演じられた。“竹馬舞”を演じる“竹馬班”
は五人で，そのうちの四人がへそあたりに木の馬
頭をつるし，後背中の腰あたりに馬蹄型の蔑片を
ぶらさげ，その両端をそれぞれ馬頭に結びつける。
このような“竹馬”を象徴する特殊な装飾は“内
にロウソクが挿されている”所謂“竹馬燈”とよ
く似ている。それは原有の形式に改造を加えたが
古来の“竹馬”の伝統的な風格の継承がまだはっ
きりと見られる。
　民俗事象は社会文化の変化の過程を示す重要な
表現形式の一つである。
　“竹馬”戯の流行は民間の社会生活を反映し，
とりわけ少年児童の文化・娯楽生活の一つの側面
を反映している。かれらの活発奔放な性格の特徴
と睦まじく友愛する団体的精神を体現している。
中国の伝統的観念では出行と運動を厭がり，おそ
れていた。常に“定”と“静”の原則を生活の基
本的規範とする傾向があった。“馳遂”“弄塵”ぎ
らに“腺蹄と流される”の“竹馬戯”は古代社会
の少年児童の伝統に反する，わりあいに積極的な
交通真理と人生態度を表現した。時代を通して少
年児童が車馬戯を共同的に愛好したことは特記し
てよい一つの文化現象に違いない。“髪批七八歳”
の“童験時”の多動，激進と狂放様相はある意味
でちょうど文化進歩の方向を表したものかもしれ
ない。
　日本各地において，現在に至っても民間で“竹
馬”を“郷土玩具”とする事情が広汎に見られる。
京都の知恩院蔵＜法燃上人絵伝＞の画面から見る
と，大体平安時代から日本民問にもはや中国と類
似した竹桿に跨がる“竹馬”戯が流行されていた
ことがわかる。江戸時代になるとまた絹で札った
馬首を飾り下端には車輸がつけた，当時，“春駒”
と言われたものもあった。京都，妙心寺春浦院蔵
の室町時代の画巻＜福富草紙＞に二本の竹で作っ
た足に跨がって歩く玩具がある。人びとはそれを
“竹馬”と称した。江戸時代にはこの二種類の“竹
馬”が同時に日本民間で広く流行していたという。
ところが，中国の民間では日本室町時代から流行
した二本の竹で足を立たせ，手で上端を握って歩
行する所謂“高足系竹馬”は“竹馬”と言われず
に“高践”と称された。その起源は＜列子・説符＞
に記述される先泰宋元君の故事までに遡ることが
できる。晋人はそれを“喬”と言い，北魏ではそ
れを“長趨”と称した。南宋では“長践”，宋で
は“踏践”，清代では“高穣”あるいは“跨喬”，
“麗購”とそれぞれ称していた。“高践”は歩き
ながら踊りを踊る。それは中国民問で広く流行し
ている娯楽に富んだ群衆的な雑技演出であり，こ
の民俗に関しては別の文をもって論じたい。
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